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おもひで家族
　秋たけなわのころ、昨今の家庭用入浴剤ブームと、昭和レトロブームと、ミニ
チュアのフィギアやジオラマブームにあやかったような、ということは、私の趣味
にぴったりのような(^^;「昭和おもひで家族」という面白いおまけつき入浴剤をい
ただいた。

　箱の中には、入浴剤一袋の他に、昭和４０年代の家屋の室内や調度品を再現した
組み立て式のミニチュアのジオラマやフィギアが入っている。ところがこれがなか
なか曲者で、ワンパックには、茶の間二種、風呂場、トイレ、キッチンと種類が
あって、ひとつの箱には、それぞれ家屋の一部分しかはいっておらず、１軒分の家
を完成するには５組揃える必要があるというものなのだった。

　しかも外箱には、中に何が入っているかの表示はないので、開けてみないとわか
らない。最初に入っていたのは、コタツやテレビのある居間の一部を再現したセッ
トだったのだが、これだけでは、なんとも寂しいので、売っている店をお聞きし
て、そのご外出ついでに二回ほど立ち寄って、これまでに、つごう四箱買ってし
まった(^^;。買っても中身が重複することがあるので、これははまるとかなり危な
い世界だ。。

　これまでに揃った三種類。右から、茶の間、風呂場、トイレのユニット。これを
拡大して紹介してみよう。
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　四畳半のお茶の間。コタツにはミカンがのっている。画像は欠落部分（左の壁や
畳の一部）をそれらしく修正してあります。

　お風呂場のセット。こういうユニットバスが登場したのは、昭和40年代。それま
では銭湯にいくか、どの家庭でも薪を竈に焚きつけていた。洗濯機が洗い場にある
のがそれらしい。狭いながらも愉しい我が家♪というところ。

　トイレは、壁の片面を外して撮影してみた。くみ取り式で、蓋もついている。そ
ういえば、正面の壁には低い位置に換気のための小窓があって裏庭の緑がのぞいて
いたなあ、などと思い出す。

　「食玩」という言葉があって、菓子類におまけをつけた商品一般をいうらしい。
コンビニなどにも今やどちらが主役かわからないような、おまけつきお菓子を売っ
ているが、この入浴剤もそのバリエーションといえるだろう。こうした巷にあふれ
ている精密なミニチュアのおまけ類はほとんどが中国製だという。そういわれて、
トイレの正面にあるカレンダーを良く見ると、昔の日本ではまず見かけないデザイ
ンで、真っ赤というのも、いかにも中国という感じがしてくる。全体の明るい壁の
配色といい、椅子とベッドという生活様式の違いはあれ、この家は今の中国にあっ
てもおかしくない気がしてくるのだった。
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